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催
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徳丸どんど

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

 
八
頭
町
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 

八
頭
町
長　

𠮷
　
田
　
英
　
人

新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
に
対
し
ま
し
て
格
別
な
る
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ご
と
で
す
が
、
昨
年
、
５
月
の
町
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
八
頭
町
の

３
代
目
町
長
と
し
て
町
政
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
就
任
後
、
８
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、「
笑
顔
で
元
気
、
と
も
に
歩

む
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
皆
様
に
お
約
束
し
ま

し
た
「
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
公
約
」
を
着
実
に
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
国
の
財
政
状
況
は
、
社
会
福
祉
関
係
経
費
等
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の
恒
常
的
な
歳
出
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
財
政
赤
字
が

累
積
し
、
国
、
地
方
を
合
わ
せ
た
長
期
債
務
残
高
が
、

平
成
26
年
度
末
に
は
１
千
兆
円
を
超
え
る
と
見
込
ま
れ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
国
、
地
方
と
も
財
政
的
に
厳
し
い

時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
八
頭
町
に

お
き
ま
し
て
は
、
合
併
に
よ
る
地
方
交
付
税
算
定
の
特

例
措
置
が
終
了
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
か
ら

段
階
的
に
地
方
交
付
税
の
減
額
が
５
年
間
か
け
て
行
わ

れ
、
今
後
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

は
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
、
有
害
鳥
獣
対
策
等
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
が
、
と
り
わ
け
昨
年
の
米
価
の
下
落
は
農
家
経
営
の

大
き
な
打
撃
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の

行
方
も
依
然
不
透
明
な
状
況
で
あ
り
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、一
層
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後
、
農
業
問
題
に
つ

い
て
は
、
深
刻
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
町
内
の
幹
線
町
道
の
改

良
等
を
は
じ
め
、
役
場
本
庁
舎
の
耐
震
改
修
工
事
、
町

内
の
3
中
学
校
の
統
合
に
向
け
た
「
八
頭
中
学
校
」
の

増
築
と
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
改
修
工
事
、
郡
家
地
域
の
3

つ
の
保
育
所
を
統
合
す
る
新
た
な
「（
仮
称
）
郡
家
東

保
育
所
」
の
建
築
、
郡
家
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
「
ぷ

ら
っ
と
ぴ
あ
・
や
ず
」
の
建
築
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
例
年
の
ソ
フ
ト
事
業
に

加
え
、
7
月
に
合
併
10
年
を
記
念
し
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
番
組
「
上
方
演
芸
会
」
の
公
開
録
音
、
11
月
に
は
、

八
頭
町
合
併
10
年
記
念
式
典
を
開
催
し
、
当
日
の
午
後

か
ら
は
記
念
事
業
と
し
て
、
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
の
渡
部

陽
一
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、「
文
化
講
演
会
」を
開
催
し
、

多
く
の
町
民
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
年
に
入
り
3
月
末
に
は
、
八
頭
町
の
玄
関
口
で
あ

り
ま
す
郡
家
駅
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、「
ぷ
ら
っ
と

ぴ
あ
・
や
ず
」
が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
し
、
4
月
に

は「
八
頭
中
学
校
」の
開
校
、「（
仮
称
）郡
家
東
保
育
所
」

の
開
所
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は
、
幹

線
町
道
の
改
良
や
橋
梁
の
長
寿
命
化
等
を
は
じ
め
、
方

針
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
保
育
所
、
小
学
校
の
適
正

配
置
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
八
頭
町
は
、
合
併
10
年
を
機
に
第
2
ス
テ

ー
ジ
へ
と
舞
台
を
移
し
ま
す
が
、
現
在
、
第
2
ス
テ
ー

ジ
の
指
針
と
な
る
平
成
27
年
度
か
ら
の
10
年
間
の
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
計
画
、「
第
2
次
八
頭
町
総
合
計
画
」

の
策
定
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
地
方
創

生
に
向
け
、
総
合
計
画
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
八
頭
町
版

総
合
戦
略
」
を
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る
よ
う

に
も
い
た
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
、

今
後
、
本
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
や
産
業
振
興
な
ど
、
諸
課
題
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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八
頭
町
合
併
10
年
記
念
式
典
開
催

平
成
17
年
３
月
31
日
に
旧
の
郡
家
町
、

船
岡
町
、
八
東
町
が
合
併
し
、
八
頭
町
が

誕
生
し
て
早
10
年
。
11
月
24
日
、
八
頭
町

合
併
10
年
記
念
式
典
が
八
東
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
、
石
破
茂
地
方

創
生
担
当
大
臣
の
ほ
か
、
八
頭
町
と
交
流

協
定
を
結
ん
で
い
る
韓
国
・
横フ

ェ
ン
ソ
ン城
郡
の

韓ハ
ン
ギ
ュ
ホ

奎
鎬
郡
守
な
ど
２
５
０
人
余
り
の
出
席

者
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
辞
で
、
吉
田
英
人
町
長
が
、
町
民
の

皆
様
や
合
併
協
議
会
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
関
係
各
位
の
皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
、「
今
後
、
段
階
的
な
交
付
税
減

少
に
よ
る
財
政
問
題
や
地
方
創
生
な
ど
、

時
代
と
と
も
に
多
く
の
課
題
や
難
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
諸
課
題
を
、

的
確
に
判
断
し
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

私
の
使
命
で
あ
り
、
八
頭
町
民
が
一
丸
と

な
っ
て
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
め
ば
、

必
ず
や
道
は
開
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
八
頭
町
は
第
2
ス
テ
ー
ジ
へ
と
舞

台
を
移
し
ま
す
が
、
大
き
な
変
革
の
流
れ

の
中
、八
頭
町
を
こ
れ
か
ら
も
守
り
育
て
、

町
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
、
着
実
に
一
歩

ず
つ
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
き
が
い
や
誇
り
が
持
て
る
『
ふ
る
さ
と

八
頭
町
』
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。ま

た
、
河
村
久
雄
議
長
が
「
こ
れ
か
ら

の
10
年
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少

が
進
み
、一
段
と
難
し
い
時
代
を
迎
え
ま
す

が
、
早
急
に
地
方
創
生
に
取
り
組
み
、「
日

本
一
の
ま
ち
八
頭
町
」
を
目
指
す
こ
と
が
重

要
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、初
代
八
頭
町
長
と
し
て
、２
期

８
年
の
永
き
に
わ
た
り
町
勢
の
進
展
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
平
木
誠
氏
（
久
能
寺
）に

感
謝
状
を
贈
呈
し
、八
頭
町
誕
生
か
ら
の
多

大
な
る
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
が

「
石
破
大
臣
の
お
膝
元
で
あ
る
八
頭
町
が

地
方
創
生
に
ど
う
取
り
組
む
か
、
日
本
中

が
注
目
し
て
い
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
韓
国
・
横
城
郡
の
韓
郡
守
は
「
横

城
郡
の
代
表
と
し
て
、
八
頭
町
を
愛
す
る

一
人
と
し
て
、
こ
の
意
味
深
い
席
に
参
席

で
き
大
変
光
栄
で
す
。
横
城
郡
と
八
頭
町

が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
厚
い
信
頼
と
友

情
を
も
と
に
、
共
に
成
長
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

八
頭
町
合
併
10
年
の
歩
み
を
振
り
返
る

映
像
の
上
映
に
あ
た
り
、
合
併
の
２
日
後

に
生
ま
れ
た
丹
比
小
学
校
３
年
生
の
新
野

柚
稀
さ
ん
（
富
枝
）
が
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と

し
て
登
場
。「
こ
の
10
年
間
を
振
り
返
る
と

本
当
に
色
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
何
が
一
番
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
か
？
僕
は
八
頭
町
で
コ
ウ
ノ

ト
リ
を
見
た
こ
と
が
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。」
と
元
気
に
紹
介
し
、
会
場
は
大

き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
映
像
で
は
、

合
併
10
年
の
八
頭
町
発
展
の
歩
み
と
共
に
、

町
民
の
方
か
ら
八
頭
町
に
対
す
る
思
い
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
は
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
『
コ
ー

ル
や
ま
び
こ
』
と
、
出
席
者
全
員
で
童
謡

唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
八
頭
町
に
思
い
を
寄
せ

ま
し
た
。

こ
の
合
併
記
念
式
典
を
新
た
な
ス
タ
ー

ト
と
し
て
、
八
頭
町
民
の
連
帯
感
が
更
に

醸
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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横
城
郡
議
員
団
来
町 
11
月
４
日
～
５
日

交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
、
横
城
郡

の
韓ハ

ン
チ
ャ
ン
ス

昌
洙
議
会
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
議

員
団
13
名
が
来
町
さ
れ
、
八
頭
町
議
会
議

員
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

横
城
郡
議
会
議
員
の
定
員
は
７
名
で
、

２
つ
の
選
挙
区
か
ら
３
名
ず
つ
の
６
名
と

女
性
枠
と
し
て
比
例
代
表
の
女
性
１
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

進
む
日
韓
交
流
事
業

︱
韓
国
横フ

ェ
ン
ソ
ン城

郡
議
員
団
及
び
横
城
郡
守
団
来
町

︱

こ
の
た
び
横
城
郡
議
会
議
員
団
と
、横
城
郡
守
団
が
来
日
さ
れ
、交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、今
後
の
交
流
の
発
展
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

八
頭
町
議
会
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
て
い
る
重
要
課
題
を
テ

ー
マ
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
頭
町
は
、「
人
口
減
少
対
策
」
を
提

案
し
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
横

城
郡
の
議
員
か
ら
は
、「
横
城
郡
も
数
年

前
ま
で
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
し
た

が
、
企
業
誘
致
や
特
色
あ
る
大
学
や
高
校

を
誘
致
す
る
こ
と
で
、
家
族
ぐ
る
み
で
移

住
す
る
家
庭
が
増
加
し
、
人
口
増
加
に
転

じ
た
」
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
横
城
郡
か
ら
は
「
高
齢
者
の
雇
用

促
進
」に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、「
高
齢
者
の

年
金
額
が
少
な
い
の
で
、高
齢
者
の
所
得

増
加
の
為
に
、雇
用
の
促
進
を
図
る
方
策

に
つ
い
て
」の
質
問
が
あ
り
、現
在
八
頭
町

で
実
施
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
取
り
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
人
口
規
模
や
地
域
環
境

が
違
う
八
頭
町
と
横
城
郡
で
す
が
、
高
齢

化
や
福
祉
、
教
育
問
題
な
ど
、
お
な
じ
よ

う
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

今
後
も
両
地
域
が
交
流
す
る
な
か
で
、
お

互
い
に
地
域
振
興
に
向
け
て
努
力
し
て
い

く
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

横
城
郡
守
団
来
町 

11
月
2₃
日
～
2₅
日

八
頭
町
合
併
₁₀
年
記
念
式
典
参
加

横
城
郡
の
韓ハ
ン
ギ
ュ
ホ

奎
鎬
郡
守
を
は
じ
め
、
黄フ
ァ
ン

永ヨ
ン
チ
ョ
ル哲

国
会
議
員
他
横
城
郡
代
表
団
５
名

が
、
11
月
24
日
開
催
の
八
頭
町
合
併
10
年

記
念
式
典
出
席
の
た
め
に
来
町
さ
れ
ま
し

た
。祝

辞
で
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
八

頭
町
と
の
交
流
の
実
績
や
今
後
の
交
流
の

促
進
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

鳥
取
県
知
事
表
敬
訪
問

鳥
取
県
は
、
横
城
郡
が
位
置
す
る
韓
国

江カ
ン
ウ
ォ
ン原
道
と
交
流
を
進
め
て
お
り
、
今
年
で

交
流
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。
黄フ
ァ
ン

永ヨ
ン
チ
ョ
ル哲

国
会

議
員
は
「
地
方
自
治
体
の
友
好
交
流
が
促

進
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
。
韓
国
に
帰
っ
た
ら
朴
大
統
領
に
鳥

取
県
と
江
原
道
の
交
流
に
つ
い
て
も
報
告
し

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

町
内
企
業
視
察
（
大
江
ノ
郷
自
然
牧
場
）

「
大
江
ノ
郷
自
然
牧
場
」
の
視
察
で
は
、

自
然
循
環
型
牧
場
を
目
指
し
て
い
る
牧
場

の
経
営
理
念
や
、
今
後
の
企
画
、
養
鶏
に

対
す
る
思
い
な
ど
に
つ
い
て
、
興
味
深
く
話

を
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
山
あ
い
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト

ラ
ン
に
で
き
る
行
列
を
見
て
、
大
変
驚
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
日
韓
交
流
が
促
進
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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祝辞を述べる韓
ハン

横城郡守

平井知事と意見を交わす韓
ハン

横城郡守（左）と
黄
ファン

国会議員（右）



～第１次八頭町総合計画の総括～
八頭町が誕生してから１０年が経過しました。八頭町では、総合計画の描くまちの将来像「人

が輝き・集い・夢広がるまち」の創造に向け、「夢と生きがいのあるまち」「自然と調和したまち」
「ふれあいの広がるまち」「活力と賑わいのあるまち」の４つをまちづくりの基本理念として様々
な施策に取り組みました。

この間、最初の５年間を前期基本計画、後の５年間を後期基本計画期間とし、それぞれの事
業計画に盛り込まれた施策の実現に努めました。

第１次八頭町総合計画に盛り込まれていた事業の中で、ハード事業の５７事業の内、実施で
きなかった事業は９事業で、約８５％余りの事業に着手あるいは完了することができました。

また、ソフト事業では１０９事業の内、実施できなかった事業は４事業で、９６％余りの事
業が実施されるなど、概ね計画に沿ったまちづくりが展開できたのではないかと考えます。

特にハード事業では、学校給食共同調理場の整備や各学校の耐震工事、光ファイバー網の整
備などの事業を実施しました。

ソフト事業では、部落差別撤廃人権擁護総合計画の策定や地域福祉計画の策定、多様な保育
サービスの提供など、人権を尊重する取り組みや、子育てしやすい環境を整備するなど、おも
いやりあふれる町づくりに向けて大きな成果をあげたのではないかと考えています。

しかしながら、我が国を取り巻く社会・経済情勢は大きく変化しています。予想を上回る速
さでの少子高齢化の進展や人口減少社会の到来、インターネット等の普及による情報環境の変
化、原子力発電事故に伴うエネルギー対策や地球温暖化等による防災対策、厳しい経済・財政
状況など、様々な分野でかつて経験したことのない変化が急激に進んでいます。

こうした急激な変革の時代にあって、様々な変化に対応するため、第２次八頭町総合計画で
は、町の将来像を「人が輝き　未来が輝くまち　八頭町」～豊かな自然とともに　みんなでつ
くる　ふれあいのまち～　として、恵まれた自然環境を活かし、一人ひとりの人権が尊重され、
活力とふれあいの広がるまちづくりを実践し、八頭町に生まれ、住んで良かったと誇りのもて
る町づくりを目指していくことが求められています。

「第２次八頭町総合計画」（案）に対する
パブリックコメントを募集します

 募 集 期 間  平成27年1月19日（月）～2月20日（金）
 閲 覧 場 所  「八頭町ホームページ」「役場本庁舎及び各庁舎町民ホール」

 募 集 対 象 者  町内在住者か町内事業所に勤務されている方

 提 出 方 法   住所、氏名または名称、連絡先、提出者の属性（町内勤務等）を明記の上、次
のいずれかの方法で送付してください。（いずれも八頭町役場　企画課宛）

（１）ファクシミリの場合　ＦＡＸ番号　0858-84-2818　 
（２）郵送の場合　　　　　〒680-0601　八頭郡八頭町北山63-1
（３）電子メールの場合　　yazu-kikaku@town.yazu.tottori.jp 

 問 い 合 わ せ  八頭町役場　企画課　☎0858-84-1228
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第 2 次八頭町総合計画策定に係る
アンケート調査結果

第 2 次八頭町総合計画の策定に伴い、住民の意見を参考に現状施策の課題等を把
握するとともに、将来に向けて望まれる町の姿を掌握し、魅力あるまちづくりの基
本施策の参考とするため、次のとおりアンケート調査を実施しました。

 調査名称  八頭町第2次総合計画策定に関するアンケート
 調査対象  20歳～70歳
 依頼人数  500人
 調査期間  平成26年1月31日～平成26年2月14日
 調査方法  郵送配布・郵送回収
 回答者数  217人（回収率43.4％）

　満足度の高かったもの上位８位まで　　　

　不満が多かったもの上位８位まで　　　　

保健・予防、健康づくりの推進

情報基盤の整備

上・下水道の整備

道路網の整備

子育て環境の充実

義務教育の充実

高齢者・障がい者福祉の充実

人権施策と同和教育の推進

40.1％

35.9％

35.5％

29.0％

25.8％

24.4％

23.5％

22.6％

0 10 20 30 40 50

雇用機会の確保

商業の活性化

公共交通網の整備

医療体制の充実

工業の活性化

観光の振興

健全で効率的な行・財政運営の推進

道路網の整備

37.8％

31.3％

29.5％

23.5％

22.1％

21.7％

19.8％

18.9％

0 10 20 30 40 50
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◇総合計画ってなに？
町の ₁₀ 年後の将来像を設定し、具体化していくもので、すべての計画の基本となります。
総合計画はまちづくりの将来像の基本となる考え方を示した「基本構想」と、まちづくりの将来像を実現するための施策や事

業を体系化した「基本計画」で構成されています。

◇計画期間は？
「基本構想」は
平成27（2015）年度～平成36（2024）年度。
「基本計画」は
平成27（2015）年度～平成31（2019）年度。

◇時代の潮流
① 人口減少、高齢化の急速な進行
② 低迷する地域経済と商工業の衰退
③ 農林業の後継者不足と食料自給率の低下
④ 気候変動による防災対策の強化
⑤ インターネットの普及など高度情報化社会への対応
⑥ 厳しい財政状況への対応

環境共生のまちづくり（自然と環境保全）

活力ある産業づくり
（産業、観光、雇用）

こころ豊かな人づくり
（教育、文化）

効率的で効果的な行財政運営

安全安心な暮らしづくり（交通、防災）

自然エネルギーの活用やごみの減量化・再資源化等を進めながら、環境教育
の推進など、住民意識の高揚に努めます。

地域資源を活かした農林業の振興に努めるとともに、既存産
業の充実はもとより、企業誘致等により雇用の促進を図ります。

青少年が、明るく、たくましく生きる力を身に付け、郷土を
愛する心を育むとともに、幼児から高齢者までがいつでもど
こでも学ぶことができるよう、生涯学習活動を推進します。

○自然環境・景観の保全と活用 ○資源・エネルギー対策の推進

○農林水産業の振興 ○商工業の振興 ○観光の振興
○連携・交流の推進 ○雇用の促進 

○学校教育の充実 ○社会教育の充実 ○生涯スポーツの推進 
○芸術・文化活動の推進 ○文化財の保護・保存

○健全で効率的な行・財政運営の推進

第２次八頭町総合 計画（案）の概要

将 来像まちの

人が 輝き
未来が 輝くまち
　　　八　頭町

～豊かな自然　とともに
みんなでつくる ふれあいの町～
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本町では、合併した平成 ₁₇ 年 ₁₂ 月に八頭町総合計画を策定し、総合的及び計画的な行財政の運営に努め
ました。

しかしながら、社会経済情勢が大きく変容しており、今後も課題解決に向けて的確に対応していく必要が
あります。

このたび、本町の目指すべき将来像を示した基本構想と、基本目標を達成するための基本計画として「第
２次八頭町総合計画」（案）をとりまとめました。そこで、その内容をお知らせするとともに、町民の皆さ
まからのご意見を募集させていただきますので、多数のご意見をお待ちしています。

住民が主役のまちづくり（協働）

やすらぎと生きがいのある
まちづくり（健康、福祉、子育て）

安全安心な暮らしづくり（交通、防災）

町民一人ひとりが主体的にかつ積極的にまちづくりに参画できる
仕組みをつくり、町民相互のふれあいと連帯感が高まる地域社会を
構築します。

子どもからお年寄り、障がいのある人など、すべての
人がやすらぎを感じられ、いつまでも健康で生きがいの
持てるまちづくりを推進します。

生活の基盤となる道路等の整備や災害に強いまちづくりなど、住民の皆さんが
安全で安心して暮らせる取り組みを積極的に推進します。

○住民参画社会の推進 ○人権尊重のまちづくり
○男女共同参画の推進 ○コミュニティ活動の推進
○広域行政の推進

○健康づくりの推進 ○高齢者・障がい者福祉の充実
○生きがいづくりの推進 ○子育て支援の充実

○地域情報化の促進 ○道路・交通環境の充実
○住環境の充実 ○地域防災・防犯体制の推進
○消費者保護行政の充実

第２次八頭町総合 計画（案）の概要

将 来像まちの

人が 輝き
未来が 輝くまち
　　　八　頭町

～豊かな自然　とともに
みんなでつくる ふれあいの町～

1

2

3
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税
　  

務
　  

課
　
☎
76

－

0
2
0
4

船 

岡 

住 

民 

課
　
☎
72

－

0
0
4
4

八 

東 

住 

民 

課
　
☎
84

－

1
2
2
2

か
ら
の

お
知
ら
せ

税
務
課

 問合せ先 

所
得
税・
住
民
税
確
定
申
告

⋮
そ
ろ
そ
ろ
申
告
の
準
備
を
⋮

平
成
₂₆
年
分
の
確
定
申
告
が
も
う
す
ぐ
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
の
農
業
や
事
業
、
ま
た
医
療
費
控
除
の
申
告
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
領
収
書
な
ど

の
関
係
書
類
を
整
理
し
、
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

申
告
期
限
ギ
リ
ギ
リ
で
は
間
違
い
も
起
き
や
す
い
も
の
で
す
。

早
め
に
準
備
し
、
早
め
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

農
業
所
得
の
申
告

農
業
は
事
業
所
得
と
な
り
、
申
告
が
必

要
で
す
。

八
頭
町
で
は
、
例
年
の
と
お
り
町
内
３

か
所
で
申
告
相
談
を
行
う
予
定
で
す
。

例
年
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
中
に
は
準
備
が
整
っ

て
い
な
い
方
（
必
要
書
類
を
持
っ
て
い
な

い
、
収
入
・
経
費
を
全
く
集
計
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
）
も
あ
り
、
大
変
時
間
が
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

申
告
相
談
に
お
い
で
に
な
る
前
に
準
備

し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、
簡

単
に
説
明
し
ま
す
。

  

支
出
を
計
算
　
　  

　

苗
や
肥
料
、
農
薬
な
ど
、
収
穫
に
必
要

な
も
の
の
経
費
を
計
算
し
ま
す
。
農
地
の

固
定
資
産
税
や
水
利
組
合
負
担
金
な
ど
も

経
費
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
業
用
の
建
物
や
大
型
農
機
具
は
償
却
資

産
と
し
て
年
間
利
用
分
を
計
算
し
ま
す

が
、
わ
か
ら
な
い
方
は
申
告
会
場
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

支
出
項
目
は
多
種
多
様
な
の
で
こ
こ
に

全
部
を
揚
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

同
じ
よ
う
な
経
費
を
あ
ら
か
じ
め
ま
と
め

て
お
い
て
い
た
だ
く
と
、
申
告
が
短
時
間

で
済
み
ま
す
。

  

農
業
法
人
に
参
加
し
て
い
る
方
　

農
事
組
合
法
人
（
や
ま
の
う
え
、
八
頭

船
岡
農
場
、
船
岡
下
町
農
場
、
隼
郡
家
農

場
な
ど
）
に
参
加
し
て
い
る
方
は
、
法
人

が
あ
ら
か
じ
め
収
支
を
計
算
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
所
属
さ
れ
て
い
る
法

人
の
指
導
に
従
っ
て
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

  

申
告
し
な
い
と
⋮
　
　
　
　
　
　

申
告
に
基
づ
き
平
成
27
年
度
の
町
県
民

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
の
算
定
が

行
わ
れ
ま
す
。

申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
、
所
得
が
不

明
な
た
め
、適
正
な
賦
課（
課
税
）が
出
来

な
い
ば
か
り
か
、
収
入
が
な
い
場
合
で
も

軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
い
他
、
所
得
証

明
な
ど
の
証
明
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
税
金
以
外
に
も
保
育
料
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
負
担
金
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

診
療
時
負
担
金
な
ど
に
も
影
響
し
ま
す
。

所
得
申
告
は
あ
な
た
の
生
活
に
関
わ
る

重
要
な
も
の
で
す
。
正
し
く
正
確
に
申
告

し
ま
し
ょ
う
。

確定申告の休日相談
受付日について

鳥取税務署及び八頭町では、申告
期間中（2/16 ～ 3/16）の下記の日曜
日に申告相談受付を実施します。平
日勤務で休みの取れない方などはこ
の日をご利用下さい。

鳥取税務署主催会場
 日　　時  2月22日（日）、3月1日（日）
 受付時間  午前 9 時～午後 4 時
 会　　場  鳥取市役所駅南庁舎 地下 1F

（鳥取市富安 2 丁目 138-4）
　　　　　※ 鳥取税務署では行いませ

んのでご注意下さい。

八頭町申告相談会場
 日　　時  3月8日（日）、3月15日（日）
 受付時間  午前 9 時～午後 4 時
 会　　場  郡家保健センター

  

収
入
を
計
算
　
　
　
　
　
　 

　
　

・ 

収
穫
物
⋮
米
な
ど
の
支
払
い
帳
票
や
経

済
貯
金
の
毎
月
の
異
動
通
知
書
な
ど
、

農
協
以
外
の
市
場
や
百
円
市
な
ど
に
出

荷
し
て
い
る
方
は
支
払
い
伝
票
を
基
に

し
て
計
算
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

家
事
消
費
⋮
家
で
消
費
し
た
米
や
野
菜
、

ま
た
は
親
戚
な
ど
に
あ
げ
た
作
物
も
、

売
っ
た
も
の
と
想
定
し
て
収
入
に
含
め

ま
す
の
で
、
そ
の
数
量
を
控
え
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

・ 

そ
の
他
の
収
入
⋮
収
穫
物
以
外
の
収
入

と
し
て
は
戸
別
保
証
金
な
ど
の
各
種
補

助
金
、
小
作
料
、
農
作
業
受
託
料
、
共

済
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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平成27年4月1日からの税額一覧

種　　別
税　率（年額）

変更前 変更後
原動機付自転車（50cc 以下） 1,000 円 2,000 円
原動機付自転車（50cc 超 90cc 以下） 1,200 円 2,000 円
原動機付自転車（90cc 超 125cc 以下） 1,600 円 2,400 円
原動機付自転車（ミニカー） 2,500 円 3,700 円
軽自動二輪車（125cc 超 250cc 以下） 2,400 円 3,600 円
二輪の小型自動車（250cc 超） 4,000 円 6,000 円
ボートトレーラー・雪上車 2,400 円 3,600 円
小型特殊自動車（農業作業用） 1,600 円 2,400 円
小型特殊自動車（その他） 4,700 円 5,900 円

■ 

添
付
書
類
が
省
略
で
き
ま
す

源
泉
徴
収
票
、
保
険
料
控
除
証
明
書
、

医
療
費
控
除
の
領
収
書
等
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
住
宅
借
入
金
特
別

控
除
（
初
回
申
告
）
な
ど
省
略
で
き
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
申
告
か
ら
５

年
間
は
税
務
署
か
ら
提
出
又
は
提
示
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

■ 

還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
受
け
ら
れ
ま
す

通
常
１
か
月
か
か
る
還
付
が
、
２
週
間

程
度
で
処
理
さ
れ
ま
す
。

■ �

こ
の
『
e

-

T
a
x（
イ
ー
タ
ッ
ク

ス
） 

』
を
利
用
す
る
た
め
に
は

①�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
個
人
認
証
付

き
）
の
取
得

他
人
が
あ
な
た
に
替
わ
っ
て
ウ
ソ
の
申

告
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
、
申
告
す
る
人

を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

要
は
申
告
す
る
あ
な
た
自
身
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
証
明
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

非
常
に
大
事
な
も
の
で
す
の
で
、
申
請
等

今
年
の
申
告
は
e-

T
A
X（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）で
し
ま
せ
ん
か

農
業
や
営
業
の
申
告
、
ま
た
は
医
療
費
控
除
の
申
告
な
ど
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
も

年
末
調
整
で
き
な
い
所
得
や
控
除
を
確
定
申
告
す
る
方
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
確
定
申
告
は
、
自
分
が
申
告
用
紙
を
用
意
し
、
作
成
し
て
提
出
（
郵
送
）
す

る
か
、
八
頭
町
や
税
務
署
が
開
催
す
る
申
告
相
談
会
場
に
出
向
い
て
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
必
要
で
し
た
。

現
在
は
こ
の
ほ
か
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
行
う
所
得
税
申
告
の
『
e-

T
a
x

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
） 

』
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
こ
の
『
e
‐
T
a
x
』
で
申
告
し
ま
せ
ん
か
。

は
本
人
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

取
得
に
つ
い
て
の
詳
し
く
は
福
祉
環
境

課
ま
た
は
船
岡
住
民
課
、
八
東
住
民
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

②�
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
つ
な

が
る
環
境

お
家
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
さ
れ
て
い

る
方
は
問
題
な
く
利
用
出
来
ま
す
。
お
家

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
や
パ
ソ
コ
ン
が

な
い
人
で
も
、
鳥
取
税
務
署
の
申
告
会
場

（
鳥
取
市
役
所
駅
南
庁
舎
）
に
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
付
き
パ
ソ
コ
ン
が
あ
り
ま
す
の
で
そ

こ
で
電
子
申
告
（
入
力
・
送
信
）
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
カ
フ
ェ
な
ど
で
も
利
用
可
能
で
す
。

③ 

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
読
み
込
む
た

め
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
家
電
量
販
店
で

2
0
0
0
～
4
0
0
0
円
で
売
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
求
め
の
際
に
は「e

-

Tax
対
応
」

な
ど
と
記
入
の
あ
る
も
の
を
購
入
し
ま
し

ょ
う
。
今
年
は
ぜ
ひ
こ
の
『
e

-

Tax
』
で

確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「e-Tax」を利用するために

住民基本台帳カード
を作りましょう

・�住民基本台帳カードの申請・受取は本人が窓口
に直接お越し下さい。その際、運転免許証、パ
スポート ､ 保険証などの証明書が必要です。

・�住民基本台帳カード自体の交付手数料は現在無
料ですが、電子証明取得手数料が 500 円かか
ります。

・�顔写真付きカードと写真なしのカードの 2 種
類あり、どちらかを選んでいただきます。写
真付きカードの申請にはカラーの証明写真（縦
4.5 ㎝×横 3.5 ㎝）をご用意下さい。運転免許
証をお持ちでない方には身分証明となります
ので写真付きをおすすめします。

・申請から受取まで約 2 週間かかります。

電子証明は 3 年更新

※�電子証明の有効期間は 3 年ですので、3 年ご
とに更新手続きが必要です。今一度お手元の
カードを確認していただき、失効していたら
早めに更新手続きをお願いします。なお、更
新手続きは有効期限の 3 か月前からすること
ができます。

詳しくは福祉環境課（☎ 76-0211）または船岡
住民課、八東住民課におたずねください。

軽自動車税の税率が変わります！
平成 26 年度の地方税法の一部改正により、平成 27 年

度から原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び
二輪小型自動車の税率が引上げとなります。

町民の皆様にはさらなる負担となりますが、ご理解頂
きますようお願いします。

※�平成 27 年度は原動機付自転車及び二輪車等の税額が変わります。
軽自動車（四輪以上及び三輪）については、平成 27 年 4 月 1 日
以降に最初の新規検査を受けるものから適用されることになって
いますので、実質は平成 28 年度の課税からの変更となります。
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福 

祉 

環 

境 

課
　
☎
76
―
0
2
0
5

船 

岡 

住 

民 

課
　
☎
72
―
0
0
4
4

八 

東 

住 

民 

課
　
☎
84
―
1
2
2
0

問合せ先

福
祉
環
境
課
か
ら
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

家
庭
の
節
電
メ
ニ
ュ
ー

●
エ
ア
コ
ン

・ 

重
ね
着
な
ど
を
し
て
、
室
温
20
℃
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

窓
に
は
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
を
掛
け
ま
し

ょ
う

●
照
明

・ 

不
要
な
照
明
を
で
き
る
だ
け
消
し
ま
し

ょ
う

●
テ
レ
ビ

・
画
面
の
輝
度
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

・ 

必
要
な
時
以
外
は
消
し
ま
し
ょ
う
。

●
冷
蔵
庫

・ 

冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
弱
」
に
変
え
ま
し

ょ
う
。

・ 

扉
を
開
け
る
時
間
を
で
き
る
だ
け
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や

い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世

代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で

作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年

金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ

と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、病
気
や
け

が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度

で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る

た
め
、安
定
し
て
い
ま
す
し
、年
金
の
給

付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん国

民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

・ 
食
品
を
つ
め
こ
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

●
炊
飯
器　
　

・ 

早
朝
に
タ
イ
マ
ー
機
能
で
１
日
分
を
ま

と
め
て
炊
き
ま
し
ょ
う
。

・ 

保
温
機
能
は
使
用
せ
ず
に
、
よ
く
冷
ま

し
て
か
ら
冷
蔵
庫
に
保
存
し
ま
し
ょ

う
。

●
温
水
洗
浄
便
座

・ 

便
座
保
温
・
温
水
の
設
定
温
度
を
下
げ

ま
し
ょ
う
。

・ 

不
使
用
時
は
ふ
た
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

●
待
機
電
力

・ 

リ
モ
コ
ン
で
は
な
く
、
本
体
の
主
電
源

を
切
り
ま
し
ょ
う
。

・ 

使
わ
な
い
機
器
は
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

 

障
害
年
金 

⋮
病
気
や
事
故
で
障
が
い

　

が
残
っ
た
時
に
受
け
取
れ
ま
す

 

遺
族
年
金 

⋮
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

　

 

合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（
「
子
の
あ
る

配
偶
者
」
や
「
子
」
）
が
受
け
取
れ

ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

　
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

 

学
生
納
付
特
例
制
度 

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な

い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、
ご

本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

無
理
の
な
い
節
電
に
ご
協
力
を

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

政
府
は
、
₁₀
月
₃₁
日
に
﹁
2
0
1
4
年
度
冬
季
の
電
力
需
給
対
策
に
つ
い
て
（
電
力

需
給
に
関
す
る
検
討
会
合
）﹂
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
冬
の
電
力
需
給
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同
様
、
数
値
目
標
を
伴
わ
な
い
一
般

的
な
節
電
の
協
力
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。
一
方
で
、
万
が
一
、
大
規
模
な
電
源
脱
落

に
よ
り
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

電
力
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
皆
様
の
事
業
所
や
ご
家
庭
に
お
き
ま
し
て
は
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12YAZU
2015.1



八頭町男女共同参画推進会議主催
公開講座【農家の嫁が町長に】開催ＤＶ防止啓発講座開催

『男女で考えよう！地域の防災』放映中！

かがやき広場

ＤＶ防止啓発講座開催
かがやき広場

かきもち作り

11 月 29 日（土）午後 1 時 30 分から八東体
育文化センターで八頭町男女共同参画推進会議
主催による公開講座【農家の嫁が町長に】が開
催されました。

九州初の女性町長、福岡県男女共同参画セン
ター「あすばる」館長などを歴任された中嶋玲
子先生に「男女に関係なく対等なチャンスが与
えられる社会づくり」を目指した地域活動や多
様性を認める子育てなど、自身の体験に社会制
度、政策を交えてお話しいただきました。

会場には、町内外から多数ご来場者いただき、
中嶋先生の、ユ
ーモア溢れるお
話、力強い言葉
に「元気が湧い
てくる」といっ
た感想がありま
した。

今回の講座のように、男女共同参画社会の実
現に向け活動するグループ・企業・若者グルー
プが自ら企画・運営する講演会や学習会に対し
て、県が補助金を交付しています。

詳しくは、鳥取県男女共同参画センター「よ
りん彩」☎ 0858-23-3901 へお問い合わせ下さい。

11 月 21 日（金）午後 7 時から八頭町男女共
同参画センターにおいて『ＤＶ防止啓発講座』
を開催しました。

八頭高校の養護教諭　中西須美子先生を講師
に、デートＤＶ【交際中の若いカップルの間で起
こる暴力】について、その現状や防止に向けての
八頭高校での取り組みを伺いました。

まず、専門の相談機関の少なさや進路選択へ
の影響などデートＤＶの抱える全体的な問題を
説明され、生徒へのアンケート結果に見る、八
頭高校の現状と課題、その解決に向けた取り組
みを説明していただきました。

最後に中西先生が「学校で対応できることは
限られており、親だからこそできることがある。
子どもの何気ない変化に気付き、話を聞いてあ
げることが一番大切である」と家庭教育の重要
性を指摘しておられました。

暴力は、性別や年齢を問わず、決して許され
るものではありません。地域、社会で撲滅に向
け取り組んでいきましょう。

第 10 回八頭町男女共同参画フェスティバル
でも披露いただきました、八頭町男女共同参
画推進会議による寸劇『男女で考えよう！地
域の防災』が八頭町ケーブルテレビで現在放
映中です。

いま一度、家庭や地域で、災害への備えを
見直す良い機会になると思います。ぜひご覧
ください！ 昨年、大好評だった「かきもち作り」を今年

も開催します。青のり・ゆずの 2 種類のかきも
ちを作ります！みなさんの参加をお待ちしてい
ます。
 日　時  1月16日（金）10:00～11:30
 会　場  男女共同参画センター「かがやき」
 参加費  300円（当日集金します）
 定　員  10名
 締切日  1月9日（金）（託児あり：無料）
※ 定員になりしだい締め切らせていただきます。

電話かFAXでお申し込みください。

参加者
募集

男女共同
参画センター

〒680-0607 八頭町徳丸578-1
☎ 84-2361   FAX 84-2362
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保健センターだより 連
絡
先

保 健 係 TEL 72 ー 3566

FAX 72 ー 3565介 護 保 険 係 TEL 72 ー 3555
障 が い 福 祉 係 TEL 72 ー 3590
地域包括支援センター TEL 72 ー 3574

第11回健康講座のご案内｢はたちの献血｣キャンペーン
～いのちをつなぎとめる、ぼくたちに

できること。はたちの献血。～
 日　時  1月29日（木）
　　　　14時～15時
　　　　（受付13時40分～）

 会　場  郡家保健センター（八頭町宮谷254-1）
 内　容  ◆講演「いつまでもお口に輝きを！
　　　　　　～歯周病予防と口腔機能について～」　　　　　　　　
　　　　　講師 岸本歯科医院 院長 岸本 匡史 氏
         　　　　◆出前図書館
皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。
多くの方のご参加をお待ちしております。

 問い合わせ 
八頭町役場 保健課
    ☎ 72-3566
FAX 72-3565

寒さが厳しくなる冬の季節、風邪などで体調
を崩す方が多く、献血者は減少する傾向がある
ことから、新たに成人式を迎える「はたち」の
若者を中心に、幅広い世代の皆さまに献血のご
理解とご協力を求めています。

特に成分献血、400ml 献血の継続的な推進を
図ることを目的に、毎年 1 月～ 2 月に「はたち
の献血」キャンペーンを実施しています。

安全な血液製剤の安定的な確保は、医療にと
って必要不可欠です。皆さまの無償の献血が貴
い命を救います。ぜひとも献血にご協力いただ
きますようお願いします。

鳥取県赤十字血液センター（鳥取市江津370-1︶
http://www.tottori.bc.jrc.or.jp/
 受付時間  全血献血  9：00～16：45
　　　　　成分献血  9：00～16：00
※定休日：木・土曜日・祝日（水・金曜日は除く）

参加費無料
申込不要

今年度最後の総合健康診査のご案内
八頭町のがんの部位別死亡割合（H24 年）では、男性のトップは胃がん、女性のトップは

肺がん・すい臓がんです。
日本人の 2 人に 1 人は「がん」になり、3 人に 1 人が「がん」で亡くなっていますので、

毎年検診を受診することが大切です。1 年に 1 度は検診を受診しましょう！

胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん・
乳がん・子宮がん検診・肝炎ウィルス検査・
特定健康診査・後期高齢者健康診査

 検診日 ��1月21日（水）
　　　　受付8時 30分～ 10時　
 会　場 ��郡家保健センター

胃がん・子宮がん・乳がん検診のみ

 検診期間  2月28日まで
郡家保健センター、船岡住民課・八東住民

課で申し込みをし、八頭町の登録医療機関に

予約をして受診しましょう。

総合健康診査 医療機関検診
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎

は
、1
年
を
通
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
冬
季
（
12
月
～
２
月
）
に
発
生
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
が
手
指
や
食
品
な
ど
を
介
し

て
、
口
か
ら
入
っ
て
体
内
で
増
殖
し
、
お

う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

健
康
な
方
は
軽
症
で
回
復
し
ま
す
が
、
抵

抗
力
の
弱
い
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
で

は
重
症
化
し
た
り
、
お
う
吐
物
を
誤
っ
て

気
道
に
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
感
染
力
が
強
い
た
め
、
感
染
し

た
人
の
お
う
吐
物
や
便
か
ら
他
の
人
へ
二

次
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
方
法

＊�

カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
を
食
べ
る
と
き

は
、
十
分
に
加
熱
を
し
ま
し
ょ
う

食
品
の
中
心
部
ま
で
火
を
通
し
、
中
心

温
度
が
85
℃
以
上
で
１
分
以
上
加
熱
し
ま

し
ょ
う
。

＊
し
っ
か
り
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

調
理
や
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
の
後
な
ど

は
、
必
ず
流
水
と
石
鹸
で
手
を
洗
い
清
潔

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＊�

調
理
器
具
も
こ
ま
め
に
消
毒
し
ま
し
ょ
う

熱
湯
で
の
煮
沸
消
毒
や
、
塩
素
系
漂
白

剤
に
よ
る
消
毒
が
有
効
で
す
。

感
染
し
た
場
合
は

・�

下
痢
や
お
う
吐
に
よ
り
脱
水
症
状
を
引

き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
十
分
に
水
分
補
給

を
行
い
、
早
め
に
医
療
機
関
へ
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

・�

患
者
の
お
う
吐
物
や
便
の
処
理
を
す
る

と
き
は
、
使
い
捨
て
手
袋
や
マ
ス
ク
を

使
用
し
、
汚
物
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
汚
れ
た
衣
類
な
ど

は
、
他
の
も
の
と
分
け
て
洗
濯
し
ま
し

ょ
う
。

・�

症
状
が
治
ま
っ
て
も
２
～
３
週
間
は
便

の
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
に
負
け
な
い

か
ら
だ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

普
段
か
ら
１
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
、
十
分
な
睡
眠
や
休
養
、
適
度
な

運
動
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
等
と
い
っ
た
生

活
習
慣
で
食
中
毒
に
負
け
な
い
体
づ
く
り

も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象
7 水 健診結果相談会 受付 13：30 ～ 13：50 郡家保健センター 12/7 健康診査受診者

8 木 水中運動教室 10：45 ～ 11：30 八東保健センター 一般
６か月児健康診査 受付 12：45 ～ 13：00 郡家保健センター Ｈ 26.5.21 ～Ｈ 26.7.8 生

13 火 健康相談 9：30 ～ 10：30 八東保健センター 一般
ゆるやか体操教室 14：00 ～ 15：00 八東保健センター 一般

14 水 さわやか体操教室 10：45 ～ 11：45 郡家保健センター 一般

15 木 水中運動教室 10：45 ～ 11：30 八東保健センター 一般
３歳児健康診査 受付 12：30 ～ 12：45 郡家保健センター Ｈ 23.11.3 ～Ｈ 24.1.12 生

19 月 健康相談・こころの健康相談 9：30 ～ 10：30 郡家保健センター 一般
健診結果相談会 受付 13：30 ～ 13：50 郡家保健センター 12/23 健康診査受診者

21 水 総合検診 受付 8：30 ～ 10：00 郡家保健センター 検診案内チラシをご覧ください
さわやか体操教室 10：45 ～ 11：45 船岡保健センター 一般

22 木 水中運動教室 10：45 ～ 11：30 八東保健センター 一般
５歳児健康診査 通知でお知らせ 郡家保健センター Ｈ 22.1.16 ～Ｈ 22.2.12 生

26 月 健康相談 9：30 ～ 10：30 船岡保健センター 一般
27 火 ゆるやか体操教室 10：45 ～ 11：45 郡家保健センター 一般
29 木 水中運動教室 10：45 ～ 11：30 八東保健センター 一般

30 金 離乳食講習会 （受付 9：15 ～）
9：30 ～ 12：00 郡家保健センター Ｈ 26.8.26 ～Ｈ 26.10.10 生

Ｈ 26.3.6 ～Ｈ 26.4.30 生
育児相談 13：30 ～ 15：30 郡家保健センター Ｈ 26.10.27 ～Ｈ 26.11.30 生

2 月 健康相談 9：30 ～ 10：30 八東保健センター 一般
4 水 さわやか体操教室 10：45 ～ 11：45 郡家保健センター 一般
5 木 水中運動教室 10：45 ～ 11：30 八東保健センター 一般
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人
権
の

ひ
　ろ
ば
船岡庁舎
人権推進課
☎72-3976

「
想
い
や
る
心
を
忘
れ
な
い
で
」

皆
さ
ん
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は
、
特
定
の
人
種

や
民
族
な
ど
を
誹
謗
・
中
傷
し
、
憎
し
み

や
差
別
を
あ
お
る
言
動
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
国
際
人
権
法
上
の
確
定
し
た
定

義
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
、
近
隣
諸
国
と
の
関
係
悪
化
や
摩

擦
を
受
け
て
、
東
京
や
大
阪
な
ど
で
、
在

日
韓
国
・
朝
鮮
人
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
や
デ
モ
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
重
大
な
人
権
問
題
で
あ
る
と

し
て
、
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
集
会
や
大

会
な
ど
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
現
状

昨
年
（
平
成
26
年
）
10
月
20
日
～
22
日

に
京
都
市
の
み
や
こ
め
っ
せ
を
会
場
に
、

部
落
解
放
研
究
第
48
回
全
国
集
会
が
開
催

さ
れ
、『「
差
別
禁
止
法
」
を
求
め
て
～
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
糾
弾
す
る
～
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し

た
。
報
告
の
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

・ 

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
受
け
た
側
に
と
っ

て
は
、
自
分
が
そ
の
民
族
で
あ
る
せ
い

で
攻
撃
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
、
自

分
に
何
か
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
尊
感
情
を

失
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
そ

し
て
憎
し
み
の
連
鎖
が
生
ま
れ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
言
動
は
、
言
葉
の

暴
力
で
は
な
く
暴
力
そ
の
も
の
で
す
。

・ 

こ
の
言
動
で
学
校
に
通
っ
て
い
た
子
ど

も
た
ち
の
中
に
は
近
所
の
公
園
に
行
か

な
く
な
っ
た
り
、
大
き
な
音
を
聴
く
と

不
安
や
恐
怖
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
大
人
や
日
本
で
暮
ら
す

人
を
敵
と
ま
で
思
い
こ
ん
で
し
ま
う
子

ど
も
も
い
ま
し
た
。

・ 

抗
議
し
て
も
再
び
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
を

恐
れ
て
、
何
も
で
き
ず
に
泣
き
寝
入
り

す
る
し
か
な
い
と
考
え
る
保
護
者
も
い

ま
し
た
。

・ 

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
学
校
の
先
生
や

保
護
者
の
方
や
周
り
の
人
た
ち
に
よ
る

励
ま
し
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
お
陰
で
子
ど

も
達
も
笑
顔
を
取
り
戻
し
て
き
ま
し

た
。

差
別
禁
止
法
を
求
め
て

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
デ
モ
を
行
う
側

と
私
た
ち
は
関
係
な
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
は
い
ま
せ
ん
か
。
身
近
に
当
事
者
が
い

な
い
、
考
え
る
機
会
が
な
い
な
ど
と
い

う
思
い
込
み
を
抱
い
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

こ
の
問
題
は
、
時
間
が
た
て
ば
自
然

に
解
決
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
き
ち
ん

と
学
習
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
は
差
別
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
放
置

し
て
い
れ
ば
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々

の
心
身
に
深
刻
な
傷
を
与
え
、
社
会
に

差
別
と
暴
力
を
蔓
延
さ
せ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
現
在
、
日
本
で
こ
の
問
題
を

直
接
禁
止
す
る
法
律
は
整
備
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。「
憲
法
の
保
障
す
る
表
現
の
自

由
を
不
当
に
制
約
し
か
ね
な
い
」
と
い

う
理
由
か
ら
、
現
行
法
で
は
不
特
定
多

数
の
人
び
と
に
向
か
っ
て
の
差
別
発
言

は
、
名
誉
棄
損
も
し
く
は
侮
辱
罪
の
適
用

は
困
難
で
す
。
ま
た
、「
現
在
の
日
本
で

法
律
を
作
る
ほ
ど
の
差
別
思
想
の
流
布
、

煽
動
は
な
い
。」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
抗
議
の
声
を

あ
げ
て
法
律
の
制
定
を
求
め
て
い
ま
す
。

現
在
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
標
的
は
、

被
差
別
部
落
の
人
び
と
や
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
な
ど
の
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放

置
し
て
い
る
と
差
別
を
容
認
し
続
け
る

社
会
に
な
っ
て
し
ま
う
と
危
機
感
を
感

じ
ま
す
。

差
別
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も

許
さ
れ
な
い
は
ず
で
す
。
偏
見
や
差
別

の
な
い
地
域
社
会
に
す
る
た
め
に
は
一

人
ひ
と
り
が
人
権
侵
害
に
つ
な
が
る
見

方
や
考
え
を
改
め
る
機
会
を
も
つ
こ
と

も
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
自
分
自
身
も

相
手
も
お
互
い
に
心
に
寄
り
添
い
、
真

実
を
見
極
め
、
理
解
し
合
う
努
力
こ
そ
、

差
別
を
な
く
し
人
権
を
守
る
大
き
な
力

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

人
権
教
育
推
進
員　

松
田
さ
つ
き
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11
月
22（
土
）～
23
日（
日
）
ま
で
の
２

日
間
、「
部
落
解
放
を
八
頭
町
に
暮
ら
す

す
べ
て
の
人
々
の
課
題
に
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場

に
第
29
回
郡
家
部
落
解
放
文
化
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。

22
日
は
作
品
展
示
、
23
日
は
作
品
展
示

と
催
し
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

催
し
会
で
は
、
郡
家
地
域
６
保
育
所
の

児
童
90
名
が
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
「
ど

ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」「
う
ま
れ
た
ま
ち
ふ

る
さ
と
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

郡
家
東
・
西
小
学
校
の
発
表
で
は
、
地

区
学
習
会
を
通
し
て
の
思
い
を
一
人
ひ
と

り
発
表
し
ま
し
た
。

芸
能
発
表
で
は
、
大
正
琴
教
室
の
皆
さ

ん
の
演
奏
、
朗
読
や
傘
踊
り
、
散
岐
皿
ま

わ
し
健
康
づ
く
り
同
好
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
皿
回
し
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
中
学
校
生
徒
に
よ
る
平
和
を
テ
ー

マ
に
し
た
人
権
劇
「
原
爆
の
む
こ
う
に
」

で
は
、
大
き
な
拍
手
が
会
場
を
包
み
ま
し

た
。郡

家
東・西
小
学
校
児
童
、町
議
会
議
員
、

町
職
員
が
自
分
の
体
験
を
通
し
て
差
別
解

消
に
対
す
る
思
い
や
人
権
問
題
に
関
し
た

意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

開
催
期
間
中
に
は
約
6
0
0
人
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち
に
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

第
８
回
人
権
・
同
和
問
題
講
座
を
開
催

11
月
14
日
（
金
）
中
央
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人
と
っ
と

り
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
中
村

彰
郎
さ
ん
に
「
被
害
者
支
援
の
あ
ゆ
み
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

講
演
で
は
、「
犯
罪
被
害
者
の
方
々
か

ら
様
々
な
相
談
を
受
け
て
、
不
安
を
和
ら

げ
る
た
め
、
精
神
面
、
生
活
面
、
経
済
面

か
ら
の
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
が
支

援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
が
犯
罪
被
害
者
支
援
の
先
進
国
で
あ

る
が
、
わ
ず
か
35
年
の
歴
史
で
あ
る
。
国

連
で
は
、
1
9
8
5
年
に
「
犯
罪
被
害
者

の
正
義
の
た
め
の
基
本
原
則
宣
言
（
犯
罪

被
害
者
人
権
宣
言
）」
が
採
択
さ
れ
、
そ

の
後
の
取
り
組
み
が
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
平
成
17
年
に
「
犯
罪
被
害
者

等
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
に

は
、「
す
べ
て
の
犯
罪
被
害
者
等
は
、
個

人
の
尊
厳
が
重
ん
じ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳
に

ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を

有
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

犯
罪
被
害
者
に
は
何
の
権
利
も
な
く
、

誰
か
ら
も
保
護
を
受
け
な
い
。
あ
た
か
も

国
籍
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
で
あ

る
。
逮
捕
後
の
加
害
者
は
、
弁
護
士
費
用
、

食
費
、
医
療
費
は
国
が
負
担
す
る
が
、
被

害
者
は
生
じ
た
費
用
は
す
べ
て
自
己
負
担

で
あ
る
。
裁
判
に
も
一
切
関
与
で
き
ず
、

判
決
を
知
ら
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
刑
事

裁
判
は
秩
序
維
持
の
た
め
に
行
わ
れ
、
被

害
者
の
無
念
を
は
ら
し
て
も
ら
う
も
の
で

は
な
い
。
民
事
裁
判
も
い
た
ず
ら
に
時
間

が
か
か
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
生
活
苦
か

ら
一
家
が
離
散
し
た
り
す
る
中
で
「
犯
罪

被
害
者
等
基
本
法
」
は
、
被
害
者
の
権
利

が
初
め
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

犯
罪
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
電
話
で
相
談
を
受
け
た
後
、
被
害
者

に
早
い
段
階
か
ら
寄
り
添
い
支
援
で
き
る

よ
う
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
。ま

た
、
犯
罪
被
害
者
の
子
ど
も
達
を
対

象
に
し
た
無
利
息
で
貸
与
が
受
け
ら
れ

る
「
ま
ご
こ
ろ
奨
学
金
」
と
い
う
制
度
が

あ
る
。
被
害
者
も
加
害
者
も
人
権
が
守
ら

れ
る
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

連絡先
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保育所児童の合唱

講師の中村彰郎さん

差
別
の
な
い
明
る
い
八
頭
町
を
築
く

第
29
回
郡
家
部
落
解
放
文
化
祭



公民館だより 連
絡
先

〒680-0463
八頭町宮谷80番地
八頭町中央公民館
 ☎ 72-3113
FAX.72-3488

橋本興家版画展開催 中央公民館空調設備改修工事について
お知らせとお願い

中央公民館の空調設備の改修工事を、平成
27年 3月下旬までの予定で行っています。
工事期間中、皆様には大変ご迷惑をおかけ

いたしますが、施設の利用予約につきましては、
中央公民館へ直接お問い合わせくださいますよ
うお願いします。
また、工事車両の出入りがあ

りますので、通行にはご注意く
ださい。

昨年の版画展の様子

平成２６年度 八頭町スキー教室参加者募集
 と 　 き  平成27年2月11日（建国記念の日）  と こ ろ  わかさ氷ノ山スキー場
 対 　 象  小学生以上の八頭町民の方で、初級者までの方
 定 　 員  50人先着順、最少催行人数　全体で30人
 参 加 費  800円（※昼食代含む。当日集金。リフト代は別途必要。）
 リフト代  １日券　大人3,500円→3,000円（団体割引）　　回数券　250円（１回券）
　　　　　　　　　小人2,500円→2,000円（団体割引）
 日 　 程  7：00　中央公民館・船岡地区公民館出発（予定）
　　　　　　　　　　　　　　→ 各バス停で乗車

8：00　氷ノ山スキー場到着
8：40　スキー教室（実技・練習）開始
12：00　昼食（ヒュッテ白樺）
12：50　フリー滑走（自由時間）
16：00　氷ノ山スキー場出発
17：00　中央公民館・船岡地区公民館到着（予定）

 申込内容   ①住所 ②連絡先電話番号 ③参加者名 ④年齢・学年等 ⑤習熟度
　　　　　 （1.初めてスキーをする。2.なだらかな斜面を滑ることができる。3.リフトに乗り、

1人で滑ることができる。4.樹氷第2リフトに乗り、滑ることができる。）
　　　　　⑥購入希望リフト券（1日券か回数券か）
　　　　　⑦貸しスキー（1,500円）を利用する場合は身長及び靴のサイズ
 申込期日  平成27年1月28日（水）
 申し込み及び問い合わせ  中央公民館　☎72－3113

映画 「ナイトミュージアム」

�日時� 1月18日（日）10：00～11：50
�場所  中央公民館

みんな
見に
来てね！

子どもシアター

昨年のスキー教室の様子

旧船岡町下町出身の橋本興家画伯の版画展
を下記の日程で開催いたします。多数の皆様の
ご来館をお待ちしています。
 開催期日  平成27年1月7日（水）～1月13日（火）
 開催時間  午前9時～午後4時30分
　　　　 （最終日は午後4時まで）
 展示場所  船岡地区公民館　1階展示室
 入 場 料  無料
 作 品 数  28点
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おはなし会     ※申込不要・大人も入れます。
郡家図書館 船岡図書館 八東図書館

日にち
時　間

1月17日㈯
10：30～11：00
14：30～15：00

1月27 日㈫
16:00～16:30

1月 31 日㈯
10:30～11:00

1月 11日㈰
14：00～15：00
1月28 日㈬
16：00～16：30

１月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

　新しく入った本

郡家図書館

船岡図書館

八東図書館

休館日 開館時間 10：00 ～ 18：00

みんなの図書館 郡家図書館  八頭町宮谷256-4 ☎（0858）72-6660
船岡図書館  八頭町船岡539-1 ☎（0858）72-3970
八東図書館  八頭町北山48-1 ☎（0858）84-6622
http://library.town.yazu.tottori.jp/　携帯電話からの本の検索・予約はこちら⬆

１　悪医 久坂部　羊
２　鎌倉河岸捕物控 25 新友禅の謎 佐伯　泰英
３　岳飛伝 11 烽燧の章 北方　謙三
４　日本伝承のあそび読本 加古　里子
５　猟師の肉は腐らない 小泉　武夫
６　はじめての西洋野菜の手帖

１　ワンハンドレッド ニーナ・ガルシア
２　儲かる農業論 金子　　勝
３　あるがままに自閉症 東田　直樹
４　うつわ 萩原健太郎
５　探偵少女アリサの事件簿 東川　篤哉
６　逢魔 唯川　　恵

１　キャロリング 有川　　浩
２　母子（おやこ）燕 今井絵美子
３　探偵の探偵 松岡　圭祐
４　「育休世代」のジレンマ 中野　円佳
５　美ボディ女医の体幹プチトレで即くびれ！ 中村　格子
６　おばけやさん ４ おかべりか

＊他館所蔵のものは、お取り寄せできます。
＊貸し出し中の場合はご予約ください。
　（インターネット・携帯電話からも予約ができます）

としょ豆コーナー：移動図書館車（ＢＭ）って知っとる？八頭町内を回っとるけ、図書館に来にくい人も本を借りられるだって！

昔話の絵本や詩歌、文豪による短編小説・エッセ
イなどを、参加されたみなさんといっしょに声に出し
て読んでいく会です。皆で「楽しく読む」ことを目的
としています。初めての方もどうぞお越しください。
 会場  船岡地区公民館1階
 日時  1月２１日（水）
　　　　10：30 ～11：30
・ 参加ご希望の方は、1月20日（火）までにお近

くの図書館へお申込みください。
・音読用のテキストはこちらで準備します。
 　これまでに音読教室で使ったテキスト著者　 
小説：小泉八雲、夏目漱石、
　　　芥川龍之介、小川未明
随筆：寺田寅彦、林芙美子、中谷宇吉郎 など

船岡 あたまイキイキ音読教室

新成人おめでとうございます。
「若い人に贈る読書のすすめ」は、読書推進

運動協議会が実施する、成人式・卒業式など新
たな人生の一歩を踏み出す若い人にぜひ読んで
もらいたい本を紹介する運動です。

推薦図書全24冊掲載のリーフレットは新成人へ
配布するとともに、各図書館に置いています。

この機会にどうぞご利用ください。

 　　 リーフレットより一部抜粋にて紹介 　　 
●『わたしはマララ』

マララ・ユスフザイ／学研パブリッシング
●『「自分」の壁』養老孟司／新潮社
●『心の力』姜尚中／集英社
●『鹿の王』上・下　上橋菜穂子／角川書店
●『ハケンアニメ！』辻村深月／マガジンハウス

手作りのカードを一緒に作りませんか。
バレンタインも近づくこの季節。チョコレートと一緒

に心のこもった“手作りカード”を添えて渡すのもいい
ですね。
 日時  ２月８日（日）　午後2時～3時
 場所  八東図書館　2階　婦人研修室
＊どなたでも参加できます。申込不要、無料です。

手作りカード＆おはなし会

2015若い人に贈る読書のすすめ

YAZU
2015.119



八
頭
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
普
段
の

生
活
の
中
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
様
々
な
体
験
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。「
通
学
合
宿
」と
い
う
事
業
は
、

小
学
校
高
学
年
の
子
ど
も
た
ち
が
、
朝
は

合
宿
所
か
ら
学
校
へ
登
校
し
学
校
が
終
わ

る
と
合
宿
所
に
戻
り
、
洗
濯
、
炊
事
等
身

の
回
り
の
こ
と
を
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
み
ん
な
で

協
力
し
て
共
同
生
活
を
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
の
合
宿
は
、
自
主
性
、
協
調
性
、

忍
耐
力
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
他

人
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
や
感
謝
す
る

心
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
以
降
、
別
の
体
験
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
合
宿
の
参
加
者
の

評
価
が
高
く
、
ま
た
、
か
つ
て
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
方
々
か
ら
も
再
開
の
要
望
が
あ

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
以
前
の
協
力
団
体

と
協
議
を
重
ね
、
再
開
の
要
望
が
強
か
っ

た
船
岡
地
域
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
通
学
合
宿
は
船
岡
地
区
公
民
館

を
主
会
場
に
し
て
10
月
22
日（
水
）か
ら

25
日（
土
）ま
で
、３
泊
４
日
の
日
程
で
開

催
し
た
と
こ
ろ
、船
岡
地
域
の
小
学
校
５
・

６
年
生
10
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
普

段
は
家
の
人
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

を
自
分
た
ち
で
全
て
す
る
の
は
大
変
そ
う

で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
み

ん
な
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

保
護
者
や
地
域
の
方
々
か
ら
の
要
望
も

あ
る
中
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
様
々
な
体
験
事
業
を
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
今
回
の
通
学
合
宿
事
業
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
各
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
体
験
事
業
を
充
実
・
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

みんなで取り組もう
「やずっ子の日」

『八頭町スポーツの日』開催

青少年健全育成八頭町民会議では、毎月“8”
のつく日を「やずっ子の日」とし、「あいさつ
運動」と「生活リズム向上運動」に取り組ん
でいます。

広げよう！あいさつの輪
あいさつは人と人をつなぐ大事な言葉です。あい

さつから、人々 ともつながりができ交流が深まります。
皆さんもあいさつ運動に取り組みましょう。 

気をつけよう！生活リズム
健康に毎日を過ごすためには基本的生活習慣を

身につけることが必要です。毎月「やずっ子の日」に、
生活リズムが崩れていないか点検してみましょう。

取り組もう！みんなで
ご家庭で、学校で、地域の皆さんで声をかけ

合って「やずっ子の日」に取り組みましょう！

青少年健全育成八頭町民会議
（八頭町教育委員会事務局 社会教育課内）

教
育
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

問合せ先
学
校
教
育
課

　☎ 

84-

1
2
3
1

社
会
教
育
課

　☎ 

84-

1
2
3
2

八
頭
町
通
学
合
宿
開
催
〜
子
ど
も
た
ち
の
経
験
と
成
長
〜

11 月 16 日、八頭町スポーツ推進委員会主催
による「八頭町スポーツの日」を開催しました。
今年は船岡トレーニングセンターを会場に、ソ
フトバレーボール大会とスポンジテニス大会を
行いました。

八頭町スポーツ推進委員会では、昨年5月か
らスポンジテニス、ペタンク、陸上、ユニホッ
クなど、さまざまなスポーツ教室を開催し生涯
スポーツの普及活動を行ってきました。「スポ
ーツの日」は、その集大成として行われたもの
です。

毎年このイベントを開催し、町民皆さんの健
康づくりのきっかけにしていただきたいと考え
ていますので、新年度もたくさんの方のご参加
をお待ちしております。

皆で協力して炊事をしました

毎月８のつく日は

やずっ子の日
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「ふるさと納税」は、自分が生まれ育った
ふるさとや、応援したいと考えている地方公
共団体に年間 2,000 円を超える寄付をする
と、その年の所得税と翌年度の個人住民税の
軽減が受けられる制度です。

軽減される額は、所得税と個人住民税を合
わせて、寄付金額から 2 千円を引いた額とな
ります（軽減される額には上限があります）。

寄付をされた翌年に、町が発行した証明書
を持って住所地等の所管の税務署もしくは、
市町村の税務担当課で確定申告を行うと税金
の控除を受けることができます。

八頭町の応援団として「ふるさと納税」に
ご協力をお願いします。

申し込み・問い合わせ
総務課 ☎ 76-0201　船岡住民課 ☎ 72-0044　八東住民課 ☎ 84-1222

寄付者の年収 寄付金額
軽　　減　　額

実質負担額
住民税軽減額 所得税軽減額

500 万円

1万円 7,200 円 800 円 8,000 円 2,000 円

3万円 25,200 円 2,800 円 28,000 円 2,000 円

5万円 32,550 円 4,800 円 37,350 円 12,650 円

10 万円 37,550 円 9,800 円 47,350 円 52,650 円

700 万円

1万円 6,400 円 1,600 円 8,000 円 2,000 円

3万円 22,400 円 5,600 円 28,000 円 2,000 円

5万円 38,400 円 9,600 円 48,000 円 2,000 円

10 万円 53,950 円 19,600 円 73,550 円 26,450 円

※控除額は一例（配偶者を扶養）であり、実際の軽減額とは異なる場合があります。

給与所得者が寄付した場合の税金の軽減額
（夫婦のみの家族構成の場合）

八頭町の応援団として　　　　　　にご協力を
少額の寄付でも軽減を受けられます

八頭町の応援団として　　　　　　にご協力を
少額の寄付でも軽減を受けられます

ふるさと納税

〝
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
八
頭
〞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

へ
よ
う
こ
そ
！ 

J
R
郡
家
駅
前
に
あ
る「
き
ら
め
き
プ

ラ
ザ
八
頭
」
で
は
、
町
の
観
光
情
報
の
案

内
や
、
八
頭
町
や
近
隣
に
お
住
ま
い
の

方
々
の
手
作
り
の
加
工
品
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

 

「
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
八
頭
」
の
店
内
に

は
、
15
店
舗
の
ブ
ー
ス
を
設
け
て
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
加
工
品
を
展
示
・
販
売
し
て

い
ま
す
。
商
品
は
、
地
元
の
特
産
品
を
使

用
し
た
食
品
や
、
手
作
り
の
小
物
・
焼
き

物
や
木
工
品
な
ど
で
、
生
産
者
の
自
慢
の

品
ば
か
り
で
す
。

今
月
ご
紹
介
す
る
の
は
、「
や
ず
工
房
」

「
大
江
ノ
郷
自
然
牧
場
」「
竹
次
郎
の
店
」

で
す
。

や
ず
工
房
は
、
花
御
所
柿
の
ピ
ュ
ー
レ

を
ベ
ー
ス
に
し
た
柿
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
、

八
頭
町
産
の
き
の
こ
や
竹
の
子
を
ど
っ
さ

り
使
っ
た
炊
き
込
み
ご
飯
の
素
な
ど
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

大
江
ノ
郷
自
然
牧
場
か
ら
は
、
鳥
取
産

の
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
使
用
し
た
蟹
ぞ
う
す

い
と
、
庭
先
鳥
と
天
美
卵
を
使
用
し
た
鶏

ぞ
う
す
い
、若
桜
の
竹
次
郎
の
店
か
ら
は
、

竹
炭
を
使
用
し
た
珍
し
い「
食
べ
る
石
炭
」

な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
お
す
す
め
商
品
を
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
八
頭

八
頭
町
郡
家
75-

１ 
☎
72-

６
０
０
７

営
業
時
間
⋮
９
時
～
18
時

休
業
日
⋮
毎
週
火
曜
日
、
年
末
年
始

「きらめきプラザ八頭」の店内

紹介した３店舗の商品

K
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MY
BAG

お買い物には、マイバッグ
を持参しましょう

八頭町マスコットキャラクターやずぴょん
ゆるキャラ®グランプリ2014
総合ランキング300位

町有地の売却について

第８回姫路公園かまくら祭
「かまくら作りコンテスト」参加者募集！

平成27年2月1日現在で
『2015年農林業センサス』が実施されます

全国のゆるキャラたちが人気を競う「ゆるキャラ®
グランプリ2014」が 9 月 2 日から10 月 20 日までイ
ンターネット上で開催され、今年はインターネット投
票に加え、11 月1日から 3 日に、あいちセントレア（愛
知県）にて決選投票が行われました。

およそ1700 体のゆるキャラが参加し、やずぴょ
んは昨年に引き続き 2 回目の参加でした。

皆様のご協力をいただき、今年は目標の 300 位
を達成することができました。また、ご当地ランキ
ングにおいては 226 位という結果でした。投票して
くださった皆様、ありがとうございました。

これからも、町民の皆様をはじめ、出会う人全
てに笑顔になってもらえるようなキャラクターを目指
し、八頭町を PRしていき
ますので、応援をよろしくお
願いします。

10 月 19 日には、やずぴ
ょんのイメージソングも出来
上がり「きらめきプラザ八
頭」にて好評発売中です。

 問い合わせ 
産業観光課　☎ 76-0208

下記の町有地の売却を行います。ご希望の方は
総務課までお申し込みください。

所在地 地目 地積 最低売却価格
大坪525番 宅地 90.40㎡ 1,100,000円

 募集期間 　
平成27年1月5日（月）～1月23日（金）
 申し込みならびに契約 

総務課、船岡住民課及び八東住民課内にある所
定の町有地買受申込書に記入のうえ、総務課へ提
出してください。受付期間中に申し込みをされた方
のうち、最低売却価格以上の最も高い購入額を提
示された方と土地売買契約を締結します。
 問い合わせ・申し込み  総務課　☎76-0201

姫路公園かまくら祭が 2 月 22 日（日）、28
日（土）・3 月 1 日（日）の 3 日間、安徳の里
姫路公園で開催されます。

2 月 22 日（日）は「かまくら作りコンテスト」
が開催され、現在参加者を募集しています。

詳しくは、八頭町観光協会ホームページ「や
ずナビ」をご覧いただくか、下記までお問い合
わせください。

コンテストの応募締め切り…2 月 16 日（月）

 問い合わせ・申し込み  八頭町観光協会
きらめきプラザ八頭　☎72-6007

平成 27 年 2 月1日現在で全国一斉に“農林業
の国勢調査”といわれる「2015 年農林業センサス」
が実施されます。

農林業センサスは、全国の農家や林家をはじめ、
すべての農林業関係者を対象として行う大規模な
調査で、食料の安定供給や農山村地域の活性化
対策など大きな役割を担っている農林業の未来を
築いていくための大変重要な調査です。

1 月下旬から調査員が調査対象のお宅をお伺い
します。調査票を記入される際は、黒の鉛筆でも
れなくご記入ください。

調査票を配布、回収する調査員は、「調査員証」
を携行しております。調査した内容は、統計資料
を作成するためだけに使用し、その他の目的に使
用することは一切ありませんのでご安心ください。

統計調査にご理解とご協力をよろしくお願いし
ます。
 問い合わせ  企画課　☎84-1228

やずぴょん

22YAZU
2015.1



～東部４町合同結婚推進事業～
チョコレートが溶けるくらい熱い恋をしませんか♡

参加者募集

定例農業委員会の開催について

年末年始のファミサポについて

お詫びと訂正

1月10日は『110番の日』

毎年1月26日は「文化財防火デー」 八頭町ケーブルテレビ（11ch）
1月放送予定番組

東部4町合同で、下記のとおり結婚推進事業を
おこないます。ぜひ、ご参加ください。
 日 時  2月7日（土）14:30～18:00
 場 所  「cafe SOURCE」（カフェソース）　
　　　　 鳥取市弥生町227
 募集対象   男性… 東部4町在住の25歳～45歳くらい

の独身の方（20人）
　　　　女性…25歳～45歳くらいの独身の方（20人）
 参加費  男性3,500円、女性3,000円（当日集金）
 申込締切  1月15日（木）必着

 問い合わせ  企画課☎84-1228

 開催日  1月14日（水）午後1時30分～
 開催場所  船岡庁舎　会議室
 提出先・問い合わせ 
農業委員会事務局　☎76-0207

申請書は、毎月 20 日までに提出してください。
翌月の定例農業委員会で審議します。

八頭町ファミリーサポートセンターは、12月30日
（火）から1月4日（日）までお休みします。

詳しくは、☎84-1212へお問い合わせください。

広報やず 12 月号に掲載しました記事『八頭町う
まい米コンテスト2014』に関しまして、結果順位に
誤りがありました。関係各位に深くお詫び申し上げ、
下記のとおり訂正いたします。

『八頭町うまい米コンテスト 2014』
準優勝　浦林和實（下野）
第₃位　 れんぶつオーガニック
　　　　　　　　　　蓮佛廣文（米岡）

1 月10 日は「110 番の日」です。
110 番の日は、110 番の適切な使用を推進する

ため、警察庁が定めたものです。
110 番に通報した場合、警察の担当者が次のよ

うな質問をしますので、落ち着いてお答えください。
①何があったか　②場所
③時刻　④犯人の特徴、逃げた方向など
⑤あなたの名前、住所、電話番号

※緊急でない場合の問い合わせ
　警察総合相談電話　#9110

　郡家警察署☎ 72-0110 または最寄りの駐在所

文化財防火デーの制定は、昭和24年1月26日に、
現存する世界最古の木造建造物である法隆寺の金
堂が炎上し壁画が焼損したことに基づいています。

全国的に文化財防火運動を展開し、国民一般の
文化財愛護に関する意識の高揚を図っています。

これにちなみ八頭町では、1 月 25 日（日）に重
要文化財である「矢部家住宅」（用呂）及び、同じ
く重要文化財である「持国天立像」「多聞天立像」
が納められている下門尾青龍寺付近で消防訓練を
行います。

当日は訓練放送やサイレンを鳴らしますが、ご了
承ください。

YAZU
2015.123

 １月放送予定番組 
・「八頭ふるさと便」発送
・歳末「もちつき交流会」
・花御所柿祭り
・八頭町合併 10 年記念式典

 最新の「番組表」を見るには… 
①地上デジタル放送を受信中に、
②テレビリモコンの
「番組表」ボタンを押して、
③テレビに「電子番組表」を
　表示する。



Topic of town

八
頭
町
で
は
、
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た

方
を
お
祝
い
す
る
長
寿
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
大
正
３
年
11
月
生
ま
れ
の

馬
場
﨑

さ
ん
（
北
山
）
が
満
百
歳
を
迎

え
ら
れ
、
吉
田
町
長
か
ら
寿
詞
な
ど
の
贈

呈
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

第
19
回
花
御
所
柿
祭
り
（
物
産
館
み
か

ど
主
催
）
が
11
月
30
日
（
日
）、
物
産
館

み
か
ど
で
開
催
さ
れ
、
約
3
5
0
0
人
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
八
頭
町
特
産
品
の
「
花

御
所
柿
」
を
町
内
外
の
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
甘
く
て
お
い
し
い
花
御
所
柿
が

通
常
よ
り
安
く
購
入
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
、
販
売
開
始
の
午
前
10
時
に
は
た
く
さ

ん
の
買
い
物
客
が
行
列
を
作
り
、
花
御
所

柿
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
で
は
花
御
所
柿
の
無
料

食
べ
放
題
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
八
頭
町

の
旬
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

11
月
14
日
（
金
）、
町
外
の
福
祉
施
設

等
で
暮
ら
す
八
頭
町
出
身
の
障
が
い
の
あ

る
方
10
名
を
お
迎
え
し
て
、
八
頭
町
里
帰

り
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
茂
田
の
「
西
田
農
園
」
で
リ
ン

ゴ
狩
り
を
行
い
、
清
徳
寺
の
紅
葉
を
見
な

が
ら
、
も
ぎ
た
て
の
お
い
し
い
リ
ン
ゴ
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
赤

十
字
奉
仕
団
に
よ
る
八
頭
町
特
産
の
食
材

を
使
っ
た
手
作
り
の
昼
食
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
た
か
ら
保
育
所
園
児
に
よ

る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
踊
り
と
歌
を
観
賞
し

た
あ
と
、
園
児
と
交
流
し
、「
今
年
も
楽

し
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
帰
ら
れ
ま
し
た
。

長
寿
表
彰

花
御
所
柿
祭
り
開
催

八
頭
町
里
帰
り
事
業

馬場﨑　 さん

花御所柿を買い求める買い物客

清徳寺で紅葉を楽しむ参加者

まちの話題
話題・情報は、企画課へ

TEL 84-1228　FAX 84-2818
e メール　yazu-kouhou@town.yazu.tottori.jp
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関
西
圏
で
の
八
頭
町
の
農
産
物
等
販
売

推
進
と
し
て
、
11
月
に
、
4
カ
所
で
物
産

展
・
農
産
物
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

2
日
（
日
）
に
は
大
阪
市
東
成
区
深
江
歴

史
文
化
ま
つ
り
、
11
月
10
日
（
月
）
～
11

日
（
火
）
の
2
日
間
は
大
阪
市
天
神
橋
2

丁
目
商
店
街
、
16
日
（
日
）
は
神
戸
市
長

田
区
ま
ち
の
文
化
祭
、
22
日
（
土
）
は
神

戸
市
い
し
は
ら
商
店
で
行
い
ま
し
た
。

お
客
様
の
中
に
は
「
夏
の
高
校
野
球
の

八
頭
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
方
も
あ
り
、

親
し
く
話
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
出
会
い
を
大
切
に
し
、
大
阪

鳥
取
県
人
会
の
方
々
を
は
じ
め
皆
様
と
友

好
を
温
め
る
な
か
、
八
頭
町
の
物
産
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
人
脈
づ
く
り
、
人
脈
交
流
を

図
り
、
安
心
安
全
な
八
頭
町
産
の
農
産
物

等
を
物
販
す
る
こ
と
で
、
信
頼
関
係
を
構

築
し
、
八
頭
町
の
さ
ら
な
る
認
知
度
ア
ッ

プ
に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

11
月
８
日
（
土
）、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鳥

取
支
店
及
び
関
係
会
社
の
社
員
に
よ
る
平

成
26
年
秋
の
「
と
っ
と
り
共
生
の
森
」
森

林
保
全
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
回
目
と
な
る
今
回
の
活
動
に
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
鳥
取
支
店
等
の
社
員
、
家
族

と
地
元
関
係
者
１
１
３
名
が
参
加
し
、
船

岡
殿
の
多
宝
寺
（
湯
浅
宗
生
住
職
）
裏
の

竹
林
に
お
い
て
、
八
頭
中
央
森
林
組
合
職

員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
不
要
竹
の
伐

採
や
伐
採
後
の
竹
の
搬
出
、
チ
ッ
パ
ー
機

に
よ
る
粉
砕
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

作
業
の
後
、
済
美
地
区
公
民
館
で
地
元

住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
地
元
で
収
穫
さ

れ
た
新
米
の
お
に
ぎ
り
、山
菜
の
天
ぷ
ら
、

タ
ケ
ノ
コ
の
煮
物
等
の
「
お
も
て
な
し
」

も
行
わ
れ
る
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
初
日
の
12

月
９
日
（
火
）、
郡
家
警
察
署
前
で
広
報

検
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
報
検
問
に
は
交
通
安
全
関
係
者
の
ほ

か
、
八
頭
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
や
ず
ぴ
ょ
ん
」
や
、
西
条
柿
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
西
条
カ
ッ
キ
ー
」

な
ど
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
、
広
報
を
行
い
ま

し
た
。

参
加
者
は
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
一
緒
に「
夕

暮
れ
時
の
早
め
の
点
灯
」
ま
た
「
夜
間
は

こ
ま
め
に
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
有
効
活
用
し
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
み
ん

な
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

﹁
と
っ
と
り
共
生
の
森
﹂

森
林
保
全
活
動
実
施

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

広
報
検
問
実
施

広報検問の様子

森林保全活動の様子

いしはら商店での様子

天神橋2丁目商店街での様子
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八
頭
町
＆
関
西
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

「
八
頭
の
物
産
展
フ
ェ
ア
で
認
知
度
ア
ッ
プ
」

まいど



有 料 広 告
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独身のご子息・ご令嬢様のおられる
親御様。まずは無料相談会に
どうぞお気軽にご参加ください
（お1人ずつ対応させて頂きます）

営業時間

で　　検索

マリエンはあなたの婚活を応援します！

ホープスターとっとり

TEL（0857）
　　26-33１１

で
の
な
楽
が
り
座
ち
立

す
ま
け
頂
ぎ
ろ
つ
く
お
30席限り

和室テーブル膳

5,000
マイクロバス無料送迎致します。
10人様以上（要予約）お客様のご予算に応じて承ります。

（税・サ別）

有料広告募集
広告サイズ：1枠 縦4.5㎝×横 8.0㎝

広告掲載料
掲載期間 月額料金

１～　３か月 ５, ０００円
４～　６か月 ４, ５００円
７～１２か月 ４, ０００円

　問い合わせ　 企画課☎ 84-1228



ひとのうごき�平成26年12月15日届出現在（敬称略）

八頭町の
世帯数と人口

12 月 1 日現在
（　）内は前月比

世帯数� 6,039 世帯（+ 4）

総人口� 18,206 人　（-19）

　　男� 8,747 人　（-17）

　　女� 9,459 人　（- 2）

 因幡霊場の休場日
今月の休場日は1月1日（木）と18日（日）です。
詳しくは、因幡霊場（☎0857-51-8320）へ
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お

め

で

た

　

誕生日 名　　　　前 ところ おとうさん・おかあさん

11月  11日 杉本　陽
ひ な

愛  （薬　師）優　祈・淳　子

13日 小島　千
ち さ き

咲  （石田百井）堅二郎・紀　代

15日 入江咲
さ え こ

英子  （安井宿）則　行・奈緒美

21日 尾島　琴
こ と ね

音  （花　原）朋　裕・晴　香

22日 須崎　帆
ほ の か

香  （稲　荷）圭　人・留　美

27日 平木　正
まさただ

忠  （若　葉）享　一・千　春

30日 田中　乃
の あ

愛 （市　場）亮太郎・莉　奈

12月  2日 田中　柚
ゆ い

衣  （郡家西区）健　之・三千衣

2日 田中　真
ま い

衣  （郡家西区）健　之・三千衣

3日 草瀬　　文
ふみ

（稲　荷）　亨　・真由美

3日 草瀬　　友
ゆう

（稲　荷）　亨　・真由美

8日 下山　晴
は る ひ

日 （篠　波）　孝　・朝　美

10日 中山　悠
ゆ い

衣 （口山上）慎　哉・千枝美

11日 田村　扇
せ ん の

ノ （新　庄）　隆　・智　美

　

　

お

く

や

み

　

　

日　　付 名　　　前 ところ 年齢

11月  14日 石　場　　　優  （郡家東区） 66 歳
15日 上　田　律　男  （茂　田） 87 歳
16日 大　谷　吉　三  （橋　本） 95 歳
17日 井　上　ます榮  （郡家西区） 89 歳
19日 田　中　好　子  （茂　田） 95 歳
21日 石　破　正　文  （郡家殿） 63 歳
22日 細　田　文　雄  （大　門） 84 歳
25日 岡　田　又　一  （大　江） 85 歳
26日 吉　中　　　收  （落　岩） 84 歳
28日 古　岡　　　保  （坂　町） 94 歳

12月  5日 林　　　藤　江  （下　野） 99 歳
6日 野　田　敏　行  （　花　） 79 歳
7日 山　本　津タ江  （船岡殿） 92 歳
8日 鈴　木　昭　雄 （下　町） 74 歳

12日 横　野　良　雄 （重　枝） 83 歳
12日 金　森　光　雄 （細　見） 80 歳
12日 竹　市　武　則 （中　南） 77 歳
13日 大　平　輝　枝 （用　呂） 93 歳
14日 最　上　正　江 （フローラル） 91 歳

総合相談（人権・行政・心配事）

1月の窓口業務時間延長実施日

弁護士による「なんでも無料相談」

巡回行政相談

行政書士会無料相談
相続・遺言、成年後見、農地転用・許認可申請・

契約など（行政書士対応）
 日　時  1月10日（土）10：00～15：00
 会　場  県立図書館2階　小研修室
 問い合わせ  鳥取県行政書士会事務局

　　　　　　　　☎0857-24-2744

 実 施 日  1月9日･16日･23日･30日の金曜日
 実施時間  午後5時15分～午後7時
 実施場所  八頭町役場 本庁舎

詳しくは、福祉環境課（☎ 76-0211）または
税務課（☎ 76-0204）にお問い合わせください。

さまざまな問題に弁護士が無料で法律相談に応
じます。（事前予約制・先着４名）
 日　時  2月6日（金）13：30～16：00
 会　場  男女共同参画センター「かがやき」
 申込先  八頭町男女共同参画センター
　　　　  ☎84-2361

行政に関する相談はありませんか？行政相談
委員が無料で相談をお受けします。
 日　時  1月24日（土）13：30～15：30
 会　場  八東地区公民館

 問い合わせ  企画課 ☎84-1228

人権擁護委員、行政相談委員などが無料で相
談を受けます。お気軽にご相談ください。
 日　時  1月14日（水）・2月18日（水）
　　　　 13：30～16：00
 会　場  中央公民館、船岡･丹比地区公民館
 問い合わせ  人権推進課 ☎72-3976

１月は・・・

 町県民税及び国民健康保険税（第４期分）の納付月です

 納付期限、口座引落日は 2 月 2 日（月）です。
 納期内の納付にご協力をお願いします
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コミュニティ助成事業で地域活性化を！
このほど、コミュニティ助成事業で、伝統芸能備品やイ

ベント用品、ゴミステーションなどの備品が整備されました。
このコミュニティ助成事業は、一般財団法人自治総合セ

ンターが地域住民のコミュニティ活動の健全な発展と、宝く
じの普及を図るために行っているもので、八頭町が要望し
た3件の事業が認められたものです。

整備された備品は、それぞれの集落で、年間を通じた様々
な地区の催し物に活用されています。この助成備品の整備
により、今後益 地々域活性化が図られることが期待されます。

北山集落
テーブルほか

坂田集落
ゴミステーションほか

上町集落
伝統芸能備品ほか
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古
紙

配
合

率
₁₀₀％

再
生

紙
と

環
境

に
や

さ
し

い
大

豆
油

イ
ン

ク
を

使
用

し
印

刷
し

て
い

ま
す

。

男女共同参画啓発シリーズ
地域でも更なる女性活躍を

あけましておめでとうございます。
皆さま、どのようなお正月をお過ごしでしょうか？

正月三が日は、初詣や親戚宅へ新年のあいさつ、
さらに集落の総会があり、ゆっくり休めないな…。
という方もおられるかも知れません。

八頭町内の集落役員に占める女性の割合はまだま
だ低く、区長にいたっては、2% 程度です（平成 26 年度）。

住民がいきいきと暮らせる集落づくりを推進する
ためにも、世代・性別に関わりなく地域活動へ参画
していくことが重要でしょう。女性の皆さん、今年
の総会では、「発言者」として「女性の声」を届け
てみてはいかがでしょうか？

11 月 24 日（祝）八東
体育文化センターを会場
に、戦場カメラマンとし
て活躍されている渡部陽
一さんを講師に「世界の
戦場から平和を考える」
と題して文化講演会が開
催されました。

この宝くじ文化講演会は、一般財団法人自治総合
センターが地方文化の振興と宝くじの普及広報を行
うことを目的として実施されたものです。

渡部陽一さんは講演の中で、戦場で生活している
人々の家族の絆や、取材を通じて見えてきた人間が
持つ愛の深さ、命の大切さ、生きることの素晴らしさ
などについて話されました。

当日参加された 300 名余りの方々が、実体験を伴
った渡部陽一さんのお話に聞き入り、世界中で繰り
返される戦争や紛争の中で、厳しい現状に置かれて
いる子どもたちがいることを知り、平和について改め
て考えさせられる講演となりました。

世界平和が一日も早くやってくることを願っていま
す。

戦場カメラマン渡部 陽一さんをお招きし

11 月 24 日（祝）八東
宝くじ文化講演会開催


